
    
 
 
 
 

天
易
真
兮 
久
々
の
個
展 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
ゔ
や 

り
ふ
か
ふ 

    

夏
の
頃
、
久
々
に
開
か
れ
た
彼
の
個
展
に
行
っ
た
。 

 

個
展
と
か
言
っ
た
っ
て
、
大
し
た
こ
と
は
な
い
。
会
場
は
、
庭
に
あ
る
草
庵
で
あ
っ
た
。 

 

躙
り
口
か
ら
腰
を
屈
め
て
入
れ
ば
、
藁
す
さ
の
露
わ
に
剥
き
出
た
荒
壁
仕
上
げ
の
土
壁
に
囲
ま
れ
た
二
畳
の
茶
室
は
、
杮
葺
き
の
屋
根
の
造

る
深
い
廂
の
陰
翳
と
静
寂
、
一
人
ず
つ
入
っ
て
、
李
朝
の
庶
民
が
使
っ
た
何
の
価
値
も
な
い
平
凡
な
雑
器
を
眺
め
、
彼
が
吹
く
ブ
ル
ー
ス
・
ハ

ー
プ
を
四
十
四
秒
聴
き
、
帰
る
だ
け
で
あ
る
。
二
人
以
上
が
来
た
場
合
は
茅
葺
の
小
さ
な
待
合
で
待
っ
た
。 

 

白
い
洗
い
ざ
ら
し
の
シ
ャ
ツ
に
、
膝
の
破
れ
た
十
六
オ
ン
ス
の
デ
ニ
ム
の
ス
キ
ニ
ー
を
穿
き
、
そ
れ
で
も
い
つ
も
の
折
れ
斃
れ
た
ウ
ィ
ザ
ー

ド
・
ハ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い
る
、
長
髪
と
長
鬚
が
腰
ま
で
蔽
う
天
易
真
兮
、
二
十
五
歳
。。 

 

無
職
の
平
衛
隆
臥
は
旋
律
も
リ
ズ
ム
も
な
い
、
金
属
音
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
よ
う
な
即
物
的
な
ハ
ー
プ
を
聴
き
、
ま
た
躙
り
口
か
ら
出
で
て
、

家
に
帰
っ
て
寝
た
。 

 
 

 
 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
二
日
記
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